
 
 

 

平成２８（２０１６）年ノーベル賞（自然科学分野）の発表について 

 

平 成 ２ ８ 年 １ ０ 月 ６ 日 

内 閣 府 

政策統括官（科学技術・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ担当） 

 

（敬称略） 

【ノーベル生理学・医学賞】（１０月３日発表） 

 

 

● 大隅 良典（おおすみ よしのり、日本） 東京工業大学 栄誉教授 

 

受賞理由：「オートファジーのメカニズムの解明」 

 

 

 

【ノーベル物理学賞】（１０月４日発表） 

 

● David J. Thouless（デイヴィッド J．サウルス、米国）ワシントン大学名誉教授 

 

● F. Duncan M. Haldane（F. ダンカン M. ハルデーン、米国）プリンストン大学教授 

 

● J. Michael Kosterlitz（J. マイケル・コスタリッツ、米国）ブラウン大学教授 

 

受賞理由：「物質のトポロジカル相とトポロジカル相転移の理論的発見」 

 

 

【ノーベル化学賞】（１０月５日発表） 

 

● Jean-Pierre Sauvage（ジャン＝ピエール・ソヴァージュ、フランス） 

ストラスブール大学名誉教授・CNRS 名誉研究ディレクター 

 

● Sir J. Fraser Stoddart（J. フレーザー・ストッダート、米国） 

ノースウェスタン大学教授 

 

● Bernard L.  Feringa（バーナード L. フェリンガ、オランダ） 

フローニンゲン大学教授 

 

受賞理由：「分子マシンの設計と合成」 

 

 

人－１ 
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受賞者略歴 

 

（敬称略） 

 

大隅良典（おおすみ よしのり）（７１歳） 【ノーベル生理学・医学賞】 

 

昭和３８年 ３月  福岡県立福岡高等学校卒業 

昭和４２年 ３月  東京大学教養学部基礎科学科卒業 

昭和４４年 ３月  東京大学大学院理学系研究科修士課程修了 

昭和４７年 ３月  東京大学大学院理学系研究科博士課程単位取得退学 

昭和５２年１２月  東京大学理学部助手 

昭和６１年 ７月  東京大学理学部講師 

昭和６３年 ４月  東京大学教養学部助教授 

平成  ８年 ４月   岡崎国立共同研究機構 基礎生物学研究所教授 

平成１６年 ４月  自然科学研究機構 基礎生物学研究所教授 

平成２１年 ４月  東京工業大学統合研究院先進研究機構特任教授 

平成２２年 ４月  東京工業大学フロンティア研究機構特任教授 

平成２６年 ５月  東京工業大学栄誉教授（現職）  

平成２８年 ４月  東京工業大学科学技術創成研究院特任教授（現職） 

東京工業大学ホームページ参照 
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ノーベル財団発表資料（生理学・医学賞）の概要部分の文部科学省に 

よる仮訳 

 

 

１．受賞者 

 ●  大隅 良典（おおすみ よしのり） 東京工業大学栄誉教授（１９４５年生） 

       受賞理由：「オートファジー（自食作用）のメカニズムの解明に対して」 

 

２．概  要 

今年のノーベル賞受賞者は、細胞内分子を分解し、再利用する基礎的なプロセスであ

るオートファジーのメカニズムを発見・解明しました。 

オートファジー（autophagy）という用語は、ギリシャ語で「自己」を意味する    

”auto”と、「食べる」を意味する”phagein”に由来し、「自食作用」を意味します。

このオートファジーという概念は 1960 年代に現れました。このころ、細胞が自らの構

成成分を膜に包み、リソソームと呼ばれる再利用のための細胞内小器官に運び、分解す

ることが初めて観察されました。大隅良典氏が酵母を用い、オートファジーに必須の遺

伝子を同定するという、輝かしい一連の実験を 1990 年代初めに行うまで、ほとんどこ

の現象に関する知見がなく、研究を進めることが困難でした。同氏はその後、酵母にお

けるオートファジーのメカニズムを解明し、そして同様の洗練された機構が私たちの細

胞でも働いていることを示しました。 

大隅氏の発見は、細胞がいかに自らの構成成分を再利用するかについての理解に新た

な変革を起こしました。また、飢餓への適応や感染への対応のような、多くの生理作用

におけるオートファジーの基礎的な重要性を解明する道を開きました。さらに、オート

ファジーに関係する遺伝子の変異が病気を引き起こし得るとともに、がんや神経疾患と

いったいくつかの病態にオートファジーが関わっています。 
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ノーベル賞について 

２０１６年１０月５日現在 

 

１．ノーベル賞の概要 

・アルフレッド・ノーベルの遺言に基づき、その遺産によって設立された基金

をもとに、物理学、化学、生理学・医学、文学、平和の各分野で「人類に最

大の貢献をもたらした人々」に贈られる賞。ノーベルの遺言を実行するため

に１９００年６月、ノーベル財団が設立され、１９０１年に第１回の授賞。 

・経済学分野については、スウェーデン銀行の基金により、ノーベル経済学賞

が創設（１９６８年）。 

 

２．これまでの受賞者数 

・２０１５年までに９００名が受賞。 

・２０１６年の生理学・医学賞１名、物理学賞３名、化学賞３名を加えると、

９０７名が受賞。 

 

３．受賞内容 

・毎年、分野毎に最大３名まで受賞。 

・賞状、メダル、賞金（８００万ｽｳｪｰﾃﾞﾝｸﾛｰﾈ、約１億円）を授与。 

※1 ｽｳｪｰﾃﾞﾝｸﾛｰﾈ＝11.97 円で換算。 

※2011 年までは 1000 万ｽｳｪｰﾃﾞﾝｸﾛｰﾈ。財団の財政悪化で 2012 年から現在の賞金額。 

 

４．授賞式 

・授賞式は１２月１０日（ノーベルの命日）にスウェーデンにて開催。 

 

５．日本人受賞者について 

・２０１５年までの日本人受賞者は２２名（物理学賞９名、化学賞７名、生理

学・医学賞３名、文学賞２名、平和賞１名）で、世界で単独７番目の受賞者

数。（物理学、化学、生理学・医学の自然科学分野に限定すると世界で５番

目の受賞者数。） 

※2008 年物理学賞受賞の南部陽一郎博士、2014 年物理学賞受賞の中村修二博士は米

国籍であることからアメリカに計上。 

 

・２０１６年の生理学・医学賞の大隅良典氏を加えると、これまでの日本人受

賞者は２３名（物理学賞９名、化学賞７名、生理学・医学賞４名、文学賞２

名、平和賞１名）で、世界で単独７番目の受賞者数。（物理学、化学、生理

学・医学の自然科学分野に限定すると世界で５番目の受賞者数。） 

 

・２１世紀以降（２００１年以降）の自然科学分野（物理学、化学、生理学・

医学）に限定すると、アメリカに次ぐ世界で２番目の受賞者数。 
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各国のノーベル賞（自然科学分野）受賞者数について 

 

○総計（２０１５年発表分まで） 

 物理学 化学 生理学･医学 計 

アメリカ ８７（43%） ６６（38%） ９８（47%） ２５１（43%）

欧州 ８６（43%） ８１（47%） ８７（41%） ２５４（44%）

日本 ９（4%） ７（4%） ３（1%） １９（3%） 

その他 １９（9%） １８（10%） ２２（10%） ５９（10%） 

全体 ２０１（100%） １７２（100%） ２１０（100%） ５８３（100%）

（注）2008 年物理学賞受賞の南部陽一郎博士、2014 年物理学賞受賞の中村修二博士は、米国籍

であることから、アメリカに計上している。 
 

○総計（２０１６年発表分まで） 

 物理学 化学 生理学･医学 計 

アメリカ ９０（44%） ６７（38%） ９８（46%） ２５５（43%）

欧州 ８６（42%） ８３（47%） ８７（41%） ２５６（43%）

日本 ９（4%） ７（4%） ４（2%） ２０（3%） 

その他 １９（9%） １８（10%） ２２（10%） ５９（10%） 

全体 ２０４（100%） １７５（100%） ２１１（100%） ５９０（100%）

 

 

 

○ 日本のノーベル賞受賞者 （自然科学分野のみ）   

年 分野 受賞者 
受賞

年齢
受賞理由 

昭和24年(1949） 物理学賞 湯川秀樹 ４２ 核力の理論的研究に基づく中間子存在の予言 

   40  （1965) 物理学賞 朝永振一郎 ５９ 量子電磁力学の基礎的研究 

    48  （1973) 物理学賞 江崎玲於奈 ４８ 半導体におけるトンネル現象の実験的発見 

     56 （1981) 化学賞 福井謙一  ６３ 化学反応におけるフロンティア電子理論 

     62  （1987) 生理学・医学賞 利根川進 ４８ 免疫機構の分子生物学的解明 

平成12年(2000)  化学賞 白川英樹  ６４ 伝導性ポリマーの発見と開発 

   13  (2001) 化学賞 野依良治  ６３ キラル触媒による不斉水素化反応の研究 

14  （2002) 

物理学賞 小柴昌俊 ７６
天文物理学とくに宇宙ニュートリノの検出に対す

るパイオニア的貢献 

化学賞 田中耕一  ４３
生体高分子の質量分析法のための穏和な脱着イオ

ン化法の開発 

     20  (2008) 

物理学賞 南部陽一郎 ８７ 素粒子物理学における自発的対称性の破れの発見 

物理学賞 小林誠 ６４ 自然界に存在する少なくとも３世代のクォークの

存在を予知する対称性の破れの起源の発見 物理学賞 益川敏英 ６８

化学賞 下村脩 ８０ 緑色蛍光タンパク質の発見 
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     22  (2010) 
化学賞 鈴木章 ８０ 有機合成におけるパラジウム触媒クロスカップリ

ング 化学賞 根岸英一 ７５

   24  (2012) 生理学・医学賞 山中伸弥 ５０
成熟細胞が初期化され多様性を獲得しうることの

発見 

   26  (2014) 

物理学賞 赤﨑勇 ８５

明るく省エネルギーの白色光源を可能にした効率

的な青色発光ダイオードの発明 
物理学賞 天野浩 ５４

物理学賞 中村修二 ６０ 

27 （2015） 

生理学・医学賞 大村智 ８０
線虫の寄生によって生じる感染症に対する画期

的治療法の発見 

物理学賞 梶田隆章 ５６
ニュートリノが質量を持つことの証拠である

ニュートリノ振動の発見 

28 （2016） 生理学・医学賞 大隅良典 ７１ オートファジーのメカニズムの解明 

 

（参考：日本の人文科学系受賞者） 

 ・川端康成 ：（昭和４３年(1968)文学賞） 

 ・佐藤栄作 ：（昭和４９年(1974)平和賞） 

 ・大江健三郎：（平成６年(1994)文学賞） 
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２０１６年自然科学分野発表分まで

分野

﻿国名

アメリカ 90 67 98 255 52 10 25 342

イギリス 22 26 30 78 9 11 12 110

ドイツ 24 29 16 69 1 8 4 82

フランス 13 9 10 32 2 16 9 59

スウェーデン 4 5 8 17 2 8 5 32

スイス 3 6 6 15 － 2 10 27

日本 9 7 4 20 － 2 1 23

ロシア（旧ソ連含む） 11 1 2 14 1 3 2 20

オランダ 9 4 2 15 1 － 1 17

イタリア 3 1 3 7 － 6 1 14

カナダ 4 4 2 10 1 1 2 14

デンマーク 3 1 5 9 － 3 1 13

オーストリア 3 2 4 9 － 1 2 12

ベルギー 1 1 4 6 － 1 4 11

イスラエル － 5 － 5 2 1 3 11

ノルウェー － 1 2 3 3 3 2 11

南アフリカ － － 1 1 － 2 4 7

オーストラリア － － 6 6 － 1 － 7

スペイン － － 1 1 － 5 － 6

アイルランド 1 － 1 2 － 3 1 6

アルゼンチン － 1 2 3 － － 2 5

インド 1 － － 1 1 1 2 5

ポーランド － － － 0 － 3 1 4

エジプト － 1 － 1 － 1 2 4

その他 3 4 4 11 1 20 33 65

計 204 175 211 590 76 112 129 907

（注１）受賞者の国名は受賞時の国籍でカウントしている。

         但し、二重国籍者は、出生国でカウントしている。

         （※二つの国籍と出生国が異なる場合、国籍のうち、受賞時の主な活動拠点国でカウントしている。）

（注２）２００８年物理学賞受賞の南部陽一郎博士、２０１４年物理学賞受賞の中村修二博士は、米国籍であることから、

　　　　アメリカに計上している。

 （注３）２０１１年及び２０１６年受賞者の国籍及び出生国については、ノーベル財団が一部未公表であるため、当該情報が        

　　　　不明な受賞者は、同財団が発表時に公表した受賞時の主な活動拠点国で計上している。

国別・分野別のノーベル賞の受賞者数（１９０１～２０１６年）

平和 計物理学 化学
生理学
・医学

経済学 文学小計

２１世紀以降（２００１年以降）の自然科学分野（物理学、化学、生理学・医学）に限定すると、アメリカに次ぐ世界で２番目

の受賞者数。
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